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近世台方村全図



　｢旧台方村絵図」をもとに､ 入地名等を加筆（色分け）して
作成。
　台方村は、北部に山林をかかえ、谷沿いには集落が形成さ
れ、さらに中央部から南部にかけては耕地と砂郷集落で形成さ
れていたことがはっきりとわかる。　
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